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展
示
空
間
を
大
幅
に
拡
張
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
皇
居
三
の

丸
尚
蔵
館
（
旧
三
の
丸
尚
蔵
館
）

が
、昨
年
十
一
月
か
ら
特
別
展「
皇

室
の
み
や
び
―
受
け
継
ぐ
美
―
」

を
開
催
し
て
い
る
。
会
期
が
四
期

に
分
か
れ
、「
蒙も
う
こ古
襲
来
図
」や「
動

植
綵さ
い
え絵
」、小
野
道
風「
屏
風
土
代
」

な
ど
は
年
末
に
終
了
し
た
第
一
期

に
展
示
さ
れ
た
。

伊
藤
若じ
ゃ
く
ち
ゅ
う

冲
の
傑
作
「
動
植
綵

絵
」（
国
宝
）
全
三
十
幅
は
、

一
七
五
七
（
宝
暦
七
）
年
頃
か
ら

一
七
六
六
（
明
和
三
）
年
頃
に
か

け
て
制
作
さ
れ
た
。

「
釈
迦
三
尊
像
」
と
と
も
に
京

都
の
相
国
寺
に
寄
進
さ
れ
、
江
戸

時
代
を
通
じ
て
同
寺
の
名
物
と
し

て
親
し
ま
れ
た
が
、
明
治
二
十
二

年
明
治
天
皇
に
献
納
さ
れ
た
。
と

き
は
廃は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
の
さ
な
か
。
存
亡

ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ル
ー
あ
る
い
は

プ
ロ
イ
セ
ン
・
ブ
ル
ー（
プ
ル
シ
ャ

ン
・
ブ
ル
ー
）
と
呼
ば
れ
、
日
本

に
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
に
よ
っ

て
流
入
後
、
ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ル
ー

が
転
じ
て
ベ
ロ
藍
と
な
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
比
較
的
安
価

に
入
手
で
き
る
と
は
い
え
、
日
本

で
売
買
さ
れ
る
と
き
に
は
「
舶
来

も
の
」
は
高
価
で
あ
る
。
市
井
の

画
家
た
ち
が
簡
単
に
使
え
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

事
実
、
今
確
認
で
き
る
範
囲
で

は
、
お
そ
ら
く
若
冲
の
「
群
魚
図

（
鯛
）」が
最
も
早
い
作
例
で
あ
り
、

そ
の
前
後
に
も
使
用
例
は
見
当
た

の
危
機
に
あ
っ
た
相
国
寺
は
こ
の

お
返
し
に
得
ら
れ
た
下
賜
金
で
危

機
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
。こ

の
シ
リ
ー
ズ
の
中
の
一
点
、

「
群
魚
図
（
鯛た
い

）」
に
、
い
か
に
も

南
方
系
の
背
に
鮮
や
か
な
黄
色
の

筋
の
入
っ
た
魚
が
描
か
れ
て
い

る
。
ル
リ
ハ
タ
と
い
う
。
図
鑑
で

は
、
温
か
い
海
を
好
み
、
主
に
九

州
以
南
に
生
息
す
る
と
あ
る
。

し
か
し
実
際
に
は
、
以
前
か
ら

瀬
戸
内
海
を
渡
っ
て
大
阪
湾
ま

で
、
あ
る
い
は
黒
潮
に
の
っ
て
和

歌
山
近
海
ま
で
北
上
し
て
く
る
個

体
も
少
な
く
な
か
っ
た
ら
し
い
。

つ
ま
り
、
当
時
の
大
阪
京
都
間
の

物
流
を
考
え
れ
ば
、
京
都
に
住
ん

で
い
た
若
冲
が
実
物
を
目
に
す
る

機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
推
察

で
き
る
。

先
年
、
こ
の
ル
リ
ハ
タ
の
非
破

壊
検
査
で
、
一
部
に
「
ベ
ロ
藍
」

と
呼
ば
れ
る
青
の
顔
料
が
用
い
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。ベ

ロ
藍
は
十
八
世
紀
初
頭
、
プ

ロ
イ
セ
ン
（
現
在
の
ド
イ
ツ
）
の

首
都
ベ
ル
リ
ン
で
偶
然
発
明
さ

れ
、
そ
の
後
、
四
半
世
紀
の
間
に

貴
重
で
高
価
な
天
然
顔
料
ラ
ピ
ス

ラ
ズ
リ
の
代
用
色
と
し
て
広
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
製
造
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

ー 14ー
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ベ
ル
リ
ン
で
偶
然
に

ベロ藍との出合い
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ら
な
い
。

一
般
的
に
ベ
ロ
藍
が
爆
発
的
に

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
一
八
三
〇
年
頃
か
ら
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

そ
の
少
し
前
、
清
国
（
中
国
）

か
ら
大
量
に
ベ
ロ
藍
が
流
入
し
、

価
格
が
一
気
に
下
が
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
青
が
涼
し
さ
を
促
す
と
い

う
こ
と
か
ら
渓
斎
英
泉
の
扇
絵

や
、
従
来
に
は
な
い
鮮
や
か
な
色

彩
に
着
目
し
た
葛
飾
北
斎
の
「
冨

嶽
三
十
六
景
」（「
神
奈
川
沖
浪
裏
」

は
特
に
有
名
）
な
ど
、
大
量
生
産

さ
れ
る
浮
世
絵
に
も
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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●
谷
文
晁

「
八
仙
人
図
」（
三
幅
対
）
一
八
二
五

年
＝
福
島
県
立
博
物
館
蔵

●
伊
藤
若
冲
「
動
植
綵
絵
」（
全

三
十
幅
）
の
う
ち
「
群
魚
図
（
鯛
）」

一
七
六
五
―
六
六
年

画
面
左
下
に
ル
リ
ハ
タ
。

当
時
、
江
戸
や
大
阪
な
ど
で
は
、

一
種
の
博
物
学
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
て

い
た

さ
て
こ
の
ベ
ロ
藍
。
若
冲
の
使

用
（
一
七
六
六
年
前
後
）
か
ら
英

泉
に
至
る
お
よ
そ
六
十
年
間
に
、

い
か
に
高
価
と
は
い
っ
て
も
ま
っ

た
く
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え

る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。

画
家
の
「
性さ
が

」
と
で
も
言
お
う

か
。
新
し
い
魅
力
的
な
素
材
を
見

つ
け
れ
ば
、
た
と
え
〇
〇
を
質
に

入
れ
て
で
も
買
い
求
め
、
使
い
た

が
る
者
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
た

だ
単
に
、
ま
だ
作
例
が
見
つ
か
っ

て
い
な
い
だ
け
だ
と
―
―
私
は
考

若
冲
と
北
斎
繋
ぐ
？

え
て
い
た
。

専
門
外
な
の
で
そ
う
思
い
つ
つ

も
他
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
の
だ

が
、
昨
年
秋
、
栃
木
県
立
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た「
文
晁
と
北
斎
展
」

に
立
ち
寄
り
、
以
前
に
も
見
た
こ

と
の
あ
る
谷
文
晁
作「
八
仙
人
図
」

を
改
め
て
丁
寧
に
見
て
、
も
し
や

と
思
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

文
晁
が
白
河
藩
主
・
松
平
定
信

公
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

福
島
県
立
博
物
館
が
収
蔵
し
た
こ

の
名
作
で
、
文
晁
は
全
体
と
し
て

は
色
彩
を
抑
え
つ
つ
、
仙
人
の
帽

子
や
衣
服
の
襟
、
腰
ひ
も
な
ど
に

青
と
緑
を
効
果
的
に
使
用
し
て
い

る
の
だ
が
、
よ
く
見
る
と
、
青
は

三
色
の
顔
料
を
使
い
分
け
て
い
る

よ
う
な
の
で
あ
る
。

ツ
ユ
ク
サ
、
藍
、
藍
銅
鉱
な
ど
、

日
本
で
も
い
く
つ
か
原
料
の
異
な

る
青
が
使
用
さ
れ
て
き
た
が
、
ど

う
も
私
に
は
、
描か

き
分
け
ら
れ
た

三
色
の
中
で
一
番
深
く
鮮
や
か
な

青
が
、
先
に
挙
げ
た
日
本
伝
統
の

青
よ
り
さ
ら
に
濃
い
ベ
ロ
藍
の
よ

う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
と
す
る
と
、
こ
れ
は
若
冲
と

北
斎
を
繋つ
な

ぐ
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
グ

か
―
―
。

そ
う
色
め
き
立
っ
て
は
み
た
の

だ
が
、
い
か
ん
せ
ん
科
学
的
な
根

拠
は
何
も
な
い
し
、
突
っ
込
ん
で

調
べ
る
権
限
も
な
い
。
だ
か
ら
今

は
、
そ
う
遠
く
な
い
い
つ
の
日
か

こ
の
作
品
の
非
破
壊
検
査
が
行
わ

れ
、
顔
料
が
科
学
的
に
特
定
さ
れ

る
の
を
期
待
し
て
待
つ
こ
と
に
し

て
い
る
。


